

	カード名	サムライ[使用しているブック]
		Samurai
	レア度	R
	属性	無
	HP	30
	ST	50
	G	80
	配置コスト・生贄	
	配置制限	
	アイテム制限	
	能力	即死[ST40以上・70%]


	特記事項	高いSTを持つだけでなく、相手のSTによっては即死も狙える。侵略で力を発揮するぞ。
	解説	精神修業もつんだ腕の立つ剣士。一撃で敵の首をはね、絶命させることができる。
	イラスト	寺田克也
	セプター採点	[image: ]（2.5/5.0）
	ツイート









※：ログインしているセプターのみレビュー出来ます。

※：レビュー出来るのは１カードにつき１セプター１回だけです。

※：既にレビューしていた場合は、新しいレビュー内容に置き換わります。




	採点	レビュー	セプター名	投稿日時
	★★☆☆☆	コストが高い上にHPが30しかないため、かなり使いにくい。即死の対象も、ST40以上のクリーチャーを倒したいだけなら、もっと汎用性が高くて確実な手段があるだろう。

しかし、テンペストで焼け残ったクリーチャーにプレッシャーをかけたり、ターンオーバーで即死範囲を広げたりと、何かしらの工夫をすれば使えないこともない。

パワークラウンを持って即死対象クリーチャーに攻め込めば、カウンターシールドを使われても雪辱で通行料を回避できる。	機械科ボイラーズ	2016-04-29 09:42:15
	★★★☆☆	ST50・ST40以上即死70%と高い侵略能力を持つクリーチャー。

その気になれば拠点を攻め落とすことも可能。

しかし同コストにHP+20、通行料は半分になるが逆にそれが侵略抑制となるスチームギアがいる。

ばらまきのクリーチャーを潰すぐらいの火力が欲しいならギアの方が使いやすい。	ショボン	2014-05-24 23:32:19
	★★★☆☆	なんで即死対象に出会えないんです？

ＳＴ４０以上で、先制なしっつーのがシェイドメタ的にあんまり...。

コストのわりに死に安すぎるので苦しい。	ルヴィアネ	2014-03-30 10:39:13
	★★★☆☆	即死率はなかなかの数値。

自身のst50も相まって侵略クリとして及第点。

傭兵としてブックにそっと忍ばせてもおけば、お守り替わりになるかもしれない。	あからーく	2013-04-09 17:25:33
	★★★★☆	基本的にはST50をアテにした侵略をする事になる。

ST40以上のクリーチャーはゴーレム、タイタン、コロッサス、ナイト、パラディン等

何だかんだいって数が多く、彼らの防具使用を牽制出来るのは強力。

その気になれば巻物も使えてしまう。

ボージェス場ではHPが50になり嫌らしい。



個人に確立即死は嫌い。	JokerEpisode	2013-03-27 01:47:03
	★★☆☆☆	使いどころが難しい。四王には刺さるが、四王拠点に備えて入れる枠は普通はないだろう。ST40のめぼしい拠点クリ、バーアル・ボジャノーイは先制持ちであるため、侵略側のサムライが先制アイテムを使ってようやく70%発動の即死が期待できることとなり、バアルボジャ対策としても入れづらい。



ターンオーバーを使えばグリマルキンなどの地援護クリを即死対象に入れることができるため、ターンオーバー後の地援護クリ狩りはそこそこ狙うことができる。しかし地側が持っているであろうカウンターシールドやネクロスカラベを処理しなければやはり苦しい。



即死対象のクリ相手にトンファを使えばST50～の2回攻撃ができる上、即死率を91%に高めることができるため楽しい。	レインマン	2013-02-24 18:46:38
	★★☆☆☆	ST40以上って例えば何でしょう？

そりゃいろいろありますけど、これといって狙いが定まらないような。

援護キラーとしてのコンセプトがはっきりしていた以前の仕様のほうが良かったです。

必ずしも弱体化とは言えないと思いますが、カードの魅力としてはマイナスかなぁ。	獅子丸	2012-09-17 05:30:13
	★★☆☆☆	魔王系クリを倒すのに良いので、ハンデ戦Ｌｖ１０で活躍しますね。	ミズ	2012-09-04 22:29:53
	★★☆☆☆	面白いけれどもコスト高いし効果も不安定。

それでも浪漫派なら持っておきたい。	しろくま	2012-08-11 08:58:58
	★★★☆☆	ＭＨＰ３０以下から即死の対象が変わったのはいいのか悪いのか、どっちにしろＭＨＰ３０以下を即死できるやつも代わりに欲しかった気はします。	人和	2012-07-16 18:49:45
	★★☆☆☆	今作の大物食い。外す時は容赦なく外しますが！	アヴァ	2012-07-08 01:54:32
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